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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を投射する投射装置と、
　ステージ上に配置され投射装置からの映像を映す半透過型スクリーンと、
　前記スクリーンに映される映像を透過させないフィルタを介してスクリーンを含む領域
を撮影可能な撮影装置と、
を有する映像システム。
【請求項２】
　投射装置は、前記スクリーンに映像を間欠的に投射する間欠投射部を有し、
　前記撮影装置のフィルタは、前記間欠的に投射される映像の非投射タイミングでのみス
クリーンを含む領域を撮影するためのシャッター機能を有する第一フィルタ部である請求
項１に記載の映像システム。
【請求項３】
　前記スクリーンに映される映像は第一条件にて偏光されており、
　前記撮影装置のフィルタは、前記第一条件での偏光を透過させない第二条件の偏光のみ
を透過させる第二フィルタ部である請求項１または２に記載の映像システム。
【請求項４】
　前記スクリーンは少なくとも一部は金属製である、または金属粉末系塗料が塗布されて
いる請求項１から３のいずれか一に記載の映像システム。
【請求項５】
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　前記スクリーンは入射した光の一部を反射し一部を透過するハーフミラーである請求項
１から４のいずれか一に記載の映像システム。
【請求項６】
　前記投射装置は、自身が映像を表示する表示モニタである請求項５に記載の映像システ
ム。
【請求項７】
　撮影装置で撮影されたスクリーンの領域に映像を合成する合成装置をさらに有する請求
項１から６のいずれか一に記載の映像システム。
【請求項８】
　前記合成装置は、投射装置からの映像と同内容の映像を合成する同内容映像合成部を有
する請求項７に記載の映像システム。
【請求項９】
　ステージ上に配置され映像を映す半透過型スクリーンに映像を間欠的に投射するよう投
射装置を制御する間欠投射ステップと、
　前記スクリーンを含む領域を、前記間欠的に投射される映像の非投射タイミングでのみ
撮影するよう撮影装置を制御する撮影ステップと、
を各装置の計算機にて実行する撮影方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像が投射されるスクリーンを含む領域を撮影装置にて好適に撮影するため
の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、例えば舞台上などに半透明スクリーンを配置し投射装置（プロジェクター）から
立体アニメーションなどのキャラクター画像を投射することで、あたかもそこに当該キャ
ラクターが存在するかのような映像演出を行う技術が提供されている。そしてこのような
技術を利用し、例えば仮想の歌手キャラクター映像をステージ上に投射して、生バンドの
演奏やカラオケなどに合わせて歌唱音声データを出力するバーチャル音楽ライブなどのイ
ベントも開催されている。またそのようなイベントを撮影装置（カメラ）で撮影してネッ
トワークを介してユーザ端末に配信したり、ＤＶＤなどのメディアに記録しパッケージ販
売したりされている。
【０００３】
　また特許文献１には、このような投射装置からの投射映像を含むステージなどを撮影装
置で好適に撮影するための投射映像の撮影システムに係る技術が開示されている。具体的
には、投射映像の撮影システムのひとつとして、投射装置と撮影装置の光学系方向や距離
のキャリブレーションを行うことなく撮影が行えるようにハーフミラーを利用し投射装置
と撮影装置の光軸が直行するよう配置されたものがある。しかし上記構成をとる場合、ハ
ーフミラーの透過率や反射率によって撮影対象である投射映像以外の、不要な投射光線に
よる映像（投射スクリーン以外の、例えば撮影場所の周囲に点在するオブジェクトに反射
した投射光線による映像）が撮影装置に入力されることがある、という問題が生じる。そ
こで特許文献１ではこのような不要な投射映像の入力を排除するために、投射光線の所定
の光路上に２枚の直線偏光フィルタなどを設け、ハーフミラーを通過又は反射した後にス
クリーン以外の他のオブジェクトから反射した投射光線が撮影装置に入光しないよう構成
した映像入出力装置に係る技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２８２１１０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし投射装置からスクリーンに投射される映像は、そもそも基本的な画質があまり良
くない。なぜならば投射映像はスクリーンで反射される映像であるため、その反射におい
て光が吸収、拡散し輝度が低下するからである。また、スクリーンは投射映像の光線以外
の例えば外光も反射するため、投射映像に外光が混合してしまうからである。
【０００６】
　つまり上記従来技術において、撮影装置で撮影した映像は、基本的な画質のあまり良く
ない投射映像が含まれたものとなっている、という課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以上の課題を解決するために、本発明は映像をステージ上などに投射することでその場
の観客に対してライブ演出を提供しつつ、撮影する映像に関しては画質の低い投射映像そ
のものが写らないように構成し、例えば後から投射映像と同内容でよりきれいな映像を合
成するなどができるように構成した映像システムを提供する。具体的には、映像を投射す
る投射装置と、投射装置からの映像を映すスクリーンと、スクリーンに映される映像を透
過させないフィルタを介してスクリーンを含む領域を撮影可能な撮影装置と、を有する映
像システムを提供する。
【０００８】
　そして前記スクリーンの投射映像を透過させないために、上記構成に加えて、さらに投
射装置が、前記スクリーンに映像を間欠的に投射する間欠投射部を有し、前記撮影装置の
フィルタは、前記間欠的に投射される映像の非投射タイミングでのみスクリーンを含む領
域を撮影するためのシャッター機能を有する第一フィルタ部を備える映像システムも提供
する。あるいは上記構成に加えて、さらに前記スクリーンに映される映像は第一条件にて
偏光されており、前記撮影装置のフィルタは、前記第一条件での偏光を透過させない第二
条件の偏光のみを透過させる第二フィルタ部を備える映像システムも提供する。
【０００９】
　また上記構成を備え、前記スクリーンが少なくとも一部は金属製、または金属粉末系塗
料が塗布されている映像システムも提供する。また、前記スクリーンが半透過型スクリー
ンである映像システムも提供する。
【００１０】
　また、投射映像を除外して撮影された映像に対して、撮影装置で撮影されたスクリーン
の領域に映像を合成する合成装置をさらに有する映像システムも提供する。また、その合
成装置が、投射装置からの映像と同内容の映像を合成する同内容映像合成部を有する映像
システムも提供する。
　また、上記構成を備え、そのスクリーンを入射した光の一部を反射し一部を透過するハ
ーフミラーとする映像システムも提供する。また、そのハーフミラーに対して映像を投射
する投射装置を映像表示モニタとすることで、品質の高い投射映像を舞台上などに映し出
すよう構成した映像システムとしても良い。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のような構成をとる本発明によって、映像をステージ上などのスクリーンに投射し
ながら、画質の低い投射映像そのものが写らないようにステージ上などを撮影することが
できる。したがって、投射映像によるその場でのライブ感を保持しつつ、撮影映像には例
えばより画質の良い投射映像を合成するなどの処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１の映像システムにおける撮影の一例を説明するための概念図
【図２】実施例１の映像システムにおいて撮影された映像の一例を表す図
【図３】実施例１の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図
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【図４】実施例１の映像システムにおけるフィルタを、シャッター機能を有する第一フィ
ルタ部とした場合の撮影の一例を説明するための図
【図５】実施例１の映像システムにおけるフィルタを偏光フィルタである第二フィルタ部
とした場合の撮影の一例を説明するための図
【図６】実施例１の映像システムにおける処理の流れの一例を表すフローチャート
【図７】実施例２の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図
【図８】実施例２の映像システムにおける処理の流れの一例を表すフローチャート
【図９】実施例２の映像システムにおける処理の流れの、さらに詳細な一例を表すフロー
チャート
【図１０】実施例３の映像システムによる映像投射の一例を説明するための図
【図１１】実施例３の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、図を用いて本発明の実施の形態を説明する。なお、本発明はこれら実施の形態
に何ら限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実
施しうる。
【００１４】
　なお、実施例１は、主に請求項１から５，１０について説明する。また、実施例２は、
主に請求項８，９について説明する。また、実施例３は、主に請求項６，７について説明
する。
【００１５】
　≪実施例１≫
　　<概要>
　図１は、本実施例の映像システムにおける撮影の一例を説明するための概念図である。
この図にあるように、映像を投射するスクリーン０１２０がステージ上に配置され、投射
装置０１１０からの映像αが投射される。したがって、この場にいる者は、その投射映像
によるパフォーマンスを含めステージ上の演出などを楽しむことができる。
【００１６】
　そして、このステージの領域は撮影装置０１３０で撮影されており、その撮影映像がネ
ットワークを介してユーザ端末にストリーミング配信されている。ここで、投射装置０１
１０は所定周期で間欠的に映像を投射し、かつ撮影装置０１３０の例えばレンズ前面には
、投射装置の間欠的映像投射タイミングと同期して開閉するアクティブシャッターＡが配
置されている。そして投射装置による映像投射タイミングでは撮影装置前のシャッターが
閉じ撮影がなされず、撮影装置による撮影タイミングでは投射装置から投射がなされない
ように映像投射とシャッター開閉のタイミングを制御することで、図２に示すような投射
映像の無い映像が撮影される、という具合である。
【００１７】
　そしてこのような撮影映像に対して、例えば投射映像と同内容の映像データを合成する
ことで、投射及び反射特性などによる画質の劣化のないきれいな投射映像を含む映像をユ
ーザ端末に配信することなどができる。あるいは投射映像とはまったく別の映像を合成す
ることで、その場にいる者と、ネットワークを介してユーザ端末で閲覧している者とで、
別種類の映像体験を提供することもできる。
【００１８】
　　<機能的構成>
　図３は、本実施例の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図である。なお、
以下に記載する本システムや本システムを構成する各装置の機能ブロックはハードウェア
及びソフトウェアの組み合わせとして実現され得る。具体的には、コンピュータを利用す
るものであれば、ＣＰＵや主メモリ、バス、あるいは二次記憶装置（ハードディスクや不
揮発性メモリ、ＣＤやＤＶＤなどの記憶メディアとそれらメディアの読取ドライブなど）
、情報入力に利用される入力デバイス、印刷機器や表示装置、その他の外部周辺装置など
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のハードウェア構成部、またその外部周辺装置用のインターフェース、通信用インターフ
ェース、それらハードウェアを制御するためのドライバプログラムやその他アプリケーシ
ョンプログラム、ユーザ・インターフェース用アプリケーションなどが挙げられる。そし
て主メモリ上に展開したプログラムに従ったＣＰＵの演算処理によって、入力デバイスや
その他インターフェースなどから入力され、メモリやハードディスク上に保持されている
データが加工、蓄積されたり、上記各ハードウェアやソフトウェアを制御するための命令
が生成されたりする。あるいは本システムや装置の機能ブロックは専用ハードウェアによ
って実現されてもよい。また本システムを構成する各装置は、物理的に別個の装置から構
成されても良いし、物理的に一つの装置に複数の装置を実現するための機能などが組み込
まれていても良い。
【００１９】
　また、この発明はシステムや装置として実現できるのみでなく、方法としても実現可能
である。また、このような発明の一部をソフトウェアとして構成することができる。さら
に、そのようなソフトウェアをコンピュータに実行させるために用いるソフトウェア製品
、及び同製品を固定した記録媒体も、当然にこの発明の技術的な範囲に含まれる（本明細
書の全体を通じて同様である）。
【００２０】
　そしてこの図３にあるように、本実施例の「映像システム」０３００は、「投射装置」
０３１０と、「スクリーン」０３２０と、「撮影装置」０３３０と、を有する。
【００２１】
　「投射装置」０３１０は、映像を投射する機能を有し、映像をスクリーンなどに投射す
ることで表示する装置をいう。具体的には、各種のプロジェクター装置や映写機などで実
現することができる。
【００２２】
　「スクリーン」０３２０は、投射装置からの映像を映す機能を有し、その材質、形状は
問わない。なお材質としては、紙や布のほか、金属板、金属繊維で編みこまれた金属布、
あるいは、金属粉末系塗料が塗布された布製や紙製などのスクリーンが挙げられる。そし
てスクリーンの少なくとも一部をこのような金属製のもの、あるいは金属粉末系塗料が塗
布されたものとすることで、投射映像光線が偏光されている場合にその偏光面を変わらな
いように反射させることができる。なお上記反射時の偏光面維持性能の観点から、金属板
や金属繊維、金属粉末系塗料の好適な材料として例えばアルミニウム、銀などの高い正反
射率を有するものが挙げられるが、もちろんその材質には限定されない。そして、後述す
る投射映像を透過させないフィルタを直交する２種類の偏光フィルタで構成する場合に、
スクリーンとしてこのような金属材料を利用することで、その偏光フィルタの透過カット
率を向上させることができる。
【００２３】
　また、このスクリーンは半透過型スクリーンであっても良い。半透過型スクリーンであ
れば、そのスクリーンの背後のオブジェクトを、その場にいる者であれば閲覧、撮影装置
においては撮影することができ、投射映像を含めた風景をよりリアリティのあるものとす
ることができる。
【００２４】
　また、本発明において、投射装置がスクリーンを利用せずに空間上に直接映像を投射す
るものであれば、このスクリーンは省略されても良い。
【００２５】
　「撮影装置」０３３０は、フィルタを介してスクリーンを含む領域を撮影可能な機能を
有し、例えば静止画や動画を撮影可能なカメラなどのレンズやレンズ筒内にフィルタを装
着、あるいはレンズ前にフィルタを配置することで実現することができる。そして、この
「フィルタ」は、スクリーンに映される映像を透過させないことを特徴とする。
【００２６】
　具体的には、例えば投射装置から投射される映像を、単色あるいは少数の色で表現され
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たものとする。そして「フィルタ」として当該色を通過させない物性を有するカラーフィ
ルタや、該当色のみを撮影信号や撮影映像から除去するソフトウェアなどで実現する方法
が挙げられる。このように構成すれば、その場では単色や少数の色の投射映像を視認する
ことができる一方、撮影映像内にはその投射映像が含まれないようにすることができる。
【００２７】
　あるいは概要で例示したように、投射装置が、前記スクリーンに映像を間欠的に投射す
る間欠投射部を有し、そしてこの「フィルタ」が、前記間欠的に投射される映像の非投射
タイミングでのみスクリーンを含む領域を撮影するためのシャッター機能を有する第一フ
ィルタ部とすることで実現できる。このように構成することで、図４（ａ）に示すように
、投射装置から映像が投射されるタイミングでは、撮影装置のフィルタのシャッターが閉
じ撮影がなされない。一方図４（ｂ）に示すように、投射装置から映像が投射されないタ
イミングでは、撮影装置のフィルタのシャッターが開いて撮影がなされる、という具合で
ある。なお、この間欠周期は、映像クオリティを維持するために短い周期であることが望
ましい。
【００２８】
　またこのように構成する場合、撮影映像のフレーム数は通常撮影時と比較して半分にな
る。そこで、予め通常の倍のフレーム数（３０ｆｐｓを６０ｆｐｓなど）で撮影し、何も
撮影されていないフレームを削除して３０ｆｐｓなどの撮影映像データを生成するよう構
成しても良い。あるいは何も撮影されていないフレームについては、演算装置の演算処理
によって前後のフレームの画像データからその画像内容を推定し、補間フレーム画像を生
成し挿入するよう構成しても良い。
【００２９】
　またシャッター機能のほか、偏光フィルタによってスクリーンに映される映像を透過さ
せないよう構成しても良い。具体的には、前記スクリーンに映される映像は第一条件にて
偏光されており、前記撮影装置のフィルタは、前記第一条件での偏光を透過させない第二
条件の偏光のみを透過させる第二フィルタ部として構成することで実現できる。この場合
、例えば投射装置の投射レンズの前に９０度の偏光フィルタを配置し、投射映像を９０度
の偏光面の光線で投射されるようにする。そして、前述のようにスクリーンが金属製であ
り反射の際の偏光面がほとんど変化しない場合、図５（ａ）に示すように撮影装置の前の
フィルタを１８０度の偏光フィルタとすることで、９０度偏光の投射映像は透過すること
ができない。一方図５（ｂ）に示すように、スクリーンを含む領域内にあるその他のオブ
ジェクトは様々な偏光面を持つ自然光や照明光を反射するものであるので１８０度の偏光
フィルタを通過し、撮影装置で撮影することができる、という具合である。
【００３０】
　以上のように、本実施例の映像システムでは、映像をステージ上などのスクリーンに投
射しながら、画質の低い投射映像そのものが写らないようにステージ上などを撮影するこ
とができる。
【００３１】
　　<処理の流れ>
　図６は、本実施例の映像システムにおける処理の流れの一例を表すフローチャートであ
る。なお、以下に示すステップは、上記のような計算機の各ハードウェア構成によって実
行されるステップであっても良いし、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラム
を構成する処理ステップであっても構わない。
【００３２】
　この図にあるように、まず、ステージ上などに設置されたスクリーンに映像を間欠的に
投射するよう投射装置を制御する（ステップＳ０６０１）。そしてスクリーンを含む領域
を、前記間欠的に投射される映像の非投射タイミングでのみ撮影するよう撮影装置を制御
する（ステップＳ０６０２）。
【００３３】
　　<効果の簡単な説明>
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　以上のように、本実施例の映像システムによって、映像をステージ上などのスクリーン
に投射しながら、画質の低い投射映像そのものが写らないようにステージ上などを撮影す
ることができる。したがって、投射映像によるその場でのライブ感を保持しつつ、撮影映
像には別の映像を合成しきれいな映像としたり、あるいはその場とは異なる風景としたり
することなどができる。
【００３４】
　≪実施例２≫
　　<概要>
　本実施例は、上記実施例を基本として、スクリーンへの投射映像を除いて撮影された映
像に対して、投射映像と異なる、あるいは同内容の映像を合成する機能を有することを特
徴とする映像システムである。
【００３５】
　　<機能的構成>
　図７は、本実施例の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図である。この図
にあるように、本実施例の「映像システム」０７００は、実施例１を基本として「投射装
置」０７１０と、「スクリーン」０７２０と、「撮影装置」０７３０と、を有する。そし
て本実施例の映像システムは、さらに「合成装置」０７４０を有することを特徴とする。
【００３６】
　「合成装置」０７４０は、撮影装置で撮影されたスクリーンの領域に映像を合成する機
能を有し、例えば当該機能を有する専用のコンピュータ装置で実現することができる。あ
るいは撮影装置であるカメラにソフトウェア又は専用ハードウェアなどとして組み込まれ
たり、あるいは撮影映像をネットワークを介してユーザ端末に配信するものであれば、配
信先のユーザ端末にソフトウェアや専用ハードウェアなどとして組み込まれたりすること
で実現されても良い。
【００３７】
　また、ここで撮影映像内のスクリーン領域に合成される映像は、投射映像とは異なる映
像としても良い。例えば合成装置がユーザ端末に組み込まれたものであれば、当該ユーザ
端末にて立体映像キャラクターＡの識別情報が入力される。すると、本来その場のスクリ
ーンには別のキャラクターＢの映像が投射され観客に視認されるのに対し、当該ユーザ端
末では別のキャラクターＡの映像が合成された風景を視聴することができる、という具合
である。
【００３８】
　あるいは、投射映像が立体映像オブジェクトであれば、例えばユーザ操作によって入力
されたオブジェクトの方向指定情報に基づいて、実際にステージ上スクリーンなどに投射
されているオブジェクトと同一のものでありながら、その撮影された向き（オブジェクト
の撮影面）が異なる映像を生成し合成するようにしても良い。
【００３９】
　また、この合成装置が投射装置からの映像と同内容の映像を合成する同内容映像合成部
を有する構成とし、投射映像と同内容の映像を撮影映像内のスクリーン領域に合成するよ
うにしても良い。また、その場合、この同内容映像合成部は、撮影装置の位置（スクリー
ンとの相対関係で示される位置）やスクリーンまでの距離、撮影方向／角度などの情報を
取得し、それら情報に基づいて撮影装置で撮影される投射映像の内容を演算し、その演算
された内容の映像を投射映像の例えば立体映像データから生成する機能を有すると良い。
【００４０】
　以上のような映像システムによってスクリーンへの投射映像を除いて撮影された映像に
対して、投射映像と異なる、あるいは同内容の映像を合成することができる。
【００４１】
　　<処理の流れ>
　図８は、本実施例の映像システムにおける処理の流れの一例を表すフローチャートであ
る。なお、以下に示すステップは、上記のような計算機の各ハードウェア構成によって実
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行されるステップであっても良いし、媒体に記録され計算機を制御するためのプログラム
を構成する処理ステップであっても構わない。
【００４２】
　この図にあるように、まず、ステージ上などに配置されたスクリーンに対して映像を投
射するよう投射装置を制御する（ステップＳ０８０１）。つづいて、スクリーンに映され
る映像を透過させないフィルタ、例えばカラーフィルタや偏光フィルタを介してスクリー
ンを含む領域を撮影するよう撮影装置を制御する（ステップＳ０８０２）。あるいは図６
で説明したように、投射装置の制御において映像を間欠的に投射するよう投射装置を制御
し、撮影装置の制御において、前記間欠的に投射される映像の非投射タイミングでのみ撮
影するよう制御するようにしても良い。
【００４３】
　そして、このようにして撮影された映像内のスクリーンの領域に対して、映像を合成す
るよう合成装置を制御する（ステップＳ０８０３）。なおこのとき投射装置からの映像と
同内容の映像を合成するのであれば、図９に示すように、まず投射装置から投射される映
像（立体映像を表示するためのデータであることが望ましい）を取得し（ステップＳ０９
０１）、つづいて、撮影装置の撮影装置の位置やスクリーンまでの距離、撮影方向／角度
などの情報を取得する（ステップＳ０９０２）。そして、それら情報と立体映像データに
基づいて演算された撮影装置で撮影される投射映像の内容で合成用の映像を生成し（ステ
ップＳ０９０３）、撮影された映像内のスクリーンの領域に対して、生成した映像を合成
する（ステップＳ０９０４）、という具合である。
【００４４】
　　<効果の簡単な説明>
　以上のように本実施例の映像システムによって、スクリーンへの投射映像を除いて撮影
された映像に対して、投射映像と異なる、あるいは同内容の映像を合成することができる
。
【００４５】
　したがって異なる映像を合成した場合は、その場の観客と撮影映像の視聴者との間で異
なる映像体験を提供することができ、同内容の映像を合成した場合は、その場の観客には
映像演出によるライブ感を提供する一方で、撮影映像の視聴者にはそこに含まれる投射映
像がよりきれいなものとして映像を提供することができる。
【００４６】
　≪実施例３≫
　　<概要>
　図１０は、本実施例の映像システムによる映像投射の一例を説明するための図である。
本実施例の映像システムでも、実施例１と同様に例えばステージ上などに設置されたスク
リーンに投射装置から映像を投射し、その場にいる観客に投射映像によるパフォーマンス
などを提供することができる。
【００４７】
　そして本実施例の特徴点は、このスクリーンがハーフミラーからなる点である。すなわ
ち図１０にあるように、例えばステージに対して４５度の角度となるようにハーフミラー
１０２０がステージ上に配置されている。そして、このハーフミラーの設置位置や設置角
度などに合わせて映像投射に好適な位置に、具体的には例えばそのハーフミラーの直下な
どに投射装置１０１０が配置されている。また、その際には図に示すように観覧の邪魔に
ならないよう投射装置はステージ内に埋め込まれるよう配置されていると良い。
【００４８】
　そして、このようなハーフミラー及び投射装置の配置によって、図１０の矢印で示すよ
うに、投射装置からの映像（左右反転映像）がハーフミラーにてステージ前方に反射され
るとともに、ステージ後方のもの（例えば背景映像／画像や実物の舞台セット、演奏バッ
クバンドなど）がハーフミラーでは透過され、その投射映像と背景との組み合わせを観客
に視聴させることができる、という具合である。
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　なお、上記概要における投射装置は、プロジェクタと当該プロジェクタからの映像を結
像するスクリーン（ハーフミラーとは別のスクリーン）の組み合わせで構成されるもので
あっても良いし、自身が映像を表示するディスプレイ装置で構成されるものであっても良
いし、それ以外の映像投射装置であっても良い。
【００４９】
　　<機能的構成>
　図１１は、本実施例の映像システムにおける機能ブロックの一例を表す図である。この
図にあるように、本実施例の「映像システム」１１００は、実施例１を基本として「投射
装置」１１１０と、「撮影装置」１１３０と、を有する。また本実施例の映像システムは
、図示しない「合成装置」など、本明細書で説明したその他の構成要件を有していても良
い。
【００５０】
　そして本実施例の映像システムは、前述のスクリーンが、「ハーフミラー」１１２１で
あることを特徴とする。「ハーフミラー」とは、入射した光の一部を反射し一部を透過す
る機能を備える鏡またはガラスの一種をいい、例えば、有機ガラスに反射板として極薄い
金属膜を貼り付けたものなどが挙げられる。なお、その反射率と透過率が１：１であるも
のを特にハーフミラーと称する場合もあるが、本実施例ではこの比率は特に限定せず、ス
テージなどの観客に対して反射光による映像及び透過光による映像が視認可能に提供でき
る範囲であれば、どのような比率であっても構わない。
【００５１】
　そして、このようにハーフミラーをスクリーンとして用いることで、投射装置からの映
像を観客側に反射し、かつ背景映像や舞台セットなどハーフミラー後方のものを透過して
、その投射映像と背景との組み合わせを観客に視聴させることができる。またハーフミラ
ーは一方向反射であり通常のスクリーンと比較して投射光の拡散率が低く、前方観客席方
向などある程度指向性をもたせて投射光を反射させるため、視野角は狭くなるものの投射
映像を輝度が高く品質の高い映像とすることができる。
【００５２】
　また本実施例の映像システムでは、その投射装置を「表示モニタ」としても良い。「表
示モニタ」とは、自身が映像を表示する機能を備えるディスプレイ装置であって、例えば
液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ、有機ＥＬ（エレクトロ・ルミネッセンス）デ
ィスプレイなどが挙げられる。
【００５３】
　このように、光源からの光を直接または反射などさせてスクリーンに投射し映像を結像
表示させるいわゆる「プロジェクタ」ではなく、自身が映像を表示する「表示モニタ」を
投射装置とすることで以下のような効果を奏することができる。すなわち、プロジェクタ
の場合は投射光が収束光となるので、一方向反射のハーフミラーで反射させると視野角が
極端に狭くハーフミラーのほぼ真正面でしか投射映像を視認することができない。
【００５４】
　しかし投射装置を表示モニタとする場合、表示モニタに表示される映像は拡散光として
投射されるため、一方向反射のハーフミラーでもそのまま拡散光として反射される。した
がって視野角を広くすることができ、ハーフミラーの真正面から外れていても投射映像を
視認することができる、という効果を奏する。
【００５５】
　そしてもちろん、このハーフミラーで反射される投射映像は、上記実施例で説明したよ
うに、例えば所定角度で偏光されているなどしており、当該角度の光線を透過させないフ
ィルタを備える「撮影装置」には撮影されない。したがって、この場にいる者に対しては
、その投射映像とハーフミラー後方の背景などの組み合わせ（例えば投射映像であるＣＧ
キャラクターのボーカルパフォーマンスと、ステージ上での生バンドの演奏風景の組み合
わせなど）を視聴してもらうことができる。
【００５６】
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　その一方で、撮影装置で撮影した映像中には上記の通りハーフミラーへの投射映像は撮
影されていないため、そこに例えばまったく別の実際のボーカリストによるボーカルパフ
ォーマンスの映像を合成したり、あるいは投射映像と同じＣＧキャラクターの映像であっ
て、投射及び反射の過程での光線減衰などによる画質の劣化のない映像を合成したりする
ことができる。
【００５７】
　　<効果の簡単な説明>
　以上のような構成の本実施例の映像システムによって、投射装置からの映像を観客側に
反射し、かつ背景映像や舞台セットなどハーフミラー後方のものを透過して、その投射映
像と背景との組み合わせを観客に視聴させることができる。またハーフミラーは一方向反
射であり通常のスクリーンと比較して投射光の拡散率が低く、前方観客席方向などある程
度指向性をもたせて投射光を反射させるため、視野角は狭くなるものの投射映像を輝度が
高く品質の高い映像とすることができる。
【００５８】
　また、投射装置を表示モニタとすれば、その表示映像は拡散光として投射されるため、
一方向反射のハーフミラーでもそのまま拡散光として反射される。したがって視野角を広
くすることができ、ハーフミラーの真正面から外れていても投射映像を視認することがで
きる。
【符号の説明】
【００５９】
　０３００　映像システム
　０３１０　投射装置
　０３２０　スクリーン
　０３３０　撮影装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(12) JP 6281857 B2 2018.2.21

【図７】 【図８】
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